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国際助産師連盟大会探訪記
―?その１．グラスゴー編―?
多 賀 昌 江 髙 室 典 子
札幌市立大学看護学部
2008年６月１日から５日までのあいだ，スコットラン
ドのグラスゴー市において28回目となる国際助産師連
盟大会：International Confederation of Midwives（以
下 ICM と略す）大会が開催された．筆者共に札幌市立大
学国際学会発表補助の費用助成を受け，この大会におい
て学会発表を行った．そこで，本稿においては研究成果
以外の側面について，国際学会に参加することによって
得られた学際交流にまつわる情報や ICM の特色，そし
て道中での出来事について筆者の見聞を報告する．
ICMとは
国際助産師連盟は独立した助産師団体であり，前身は
1919年に国際助産師連合（IMU）として誕生した．国際
助産師連邦（IFM）を経て1954年に ICM となった．国
連によって，ICM は非政府組織として公式に認定されて
いる．今日の ICM は助産師の目的と向上心を世界に推
し進めていくことを使命とし，女性・新生児とその家族
の健康を増進するため，助産師という専門職を世界的に
向上させることを掲げている国際組織である．（ICM
 
Mission Statement 1993,ICM New Mission Statement
 
2007) ICM の大会は３年毎に開催される．大会の目的
は，世界の助産師のための主要な継続教育と，世界のさ
まざまな国や地域，場所で仕事をする助産師の仲間から
学ぶ機会である．前回は，2005年にオーストラリアのブ
リスベンで開催された．（多賀）
第28回 ICMグラスゴー大会（ICM 28 th  Trien-
nial Congress）参加まで道のりと準備
３年毎に開催される ICM は，すでに前回のオースト
ラリア大会が終わった時から次大会への参加準備が始
まっていた．
全世界から参加者が集まる ICM では，ホテルの確保
やチケット手配が難しくなることや，多くの仲間に世界
大会での発表体験と他国の助産師との交流をしてもらう
ため毎回ツアーを組んでいる．世界大会での発表は，英
語もさることながら各国の研究者とのより深い触れ合い
や意見の交換ができるため，自分自身の大きな成果と成
長につながるからだ．
研究演題の締め切りが開催の２年前であり，査読・結
果発表が開催の１年前となるため，ゆっくりしてはいら
れない．
ツアーの企画は，個人よりは小規模の団体の方がコス
トダウンにつながることと，日本人でも知らない同士の
仲間づくりや交流がもて，その後の研究や仕事にも一役
買うことにもなる．
今回は15名のツアーを組むことができた．事前の関連
施設や病院などへの視察交渉や手配，現地の交通手段や
価格の調査，現地の旅行代理店との連絡など細かな交渉
や確認など出発までに多くの準備があった．
ICM 開催中には，ICM が用意したグラスゴー近郊の
産科医療施設への見学が有料で希望者に用意されてい
た．そこで筆者はイギリス特有のNational Health Ser-
vice（以下，NHSと略す）いう国策体制をとっている病
院を選び，施設見学を行う予定を立てていた．
そのことを受けて，もう一つイギリスの医療の特徴で
あるプライベート病院施設の視察を企画したが，プライ
ベート病院なだけにセキュレタリーの問題や寄付金の問
題などでの視察見学の交渉にはずいぶん時間を要した．
プライベート病院の施設見学を半分以上あきらめていた
時，以前，日本に招聘したことのあったDr.Gibb氏から
連絡を頂き，快く視察を承諾していただけた．ICM 出発
の２週間前であった．どんな時も人のつながりや交流は
大事である，とあらためて感謝する出来事になった．
ICM でグラスゴーに行くからには，同じスコットラン
ドに存在する歴史的な「お産の椅子」を探すことも探訪
の目的のひとつとしていた．高室が個人的に興味を持ち，
研究や情報を集めている16世紀からヨーロッパで普及
したといわれている椅子にどこかで出会いたかった．そ
の椅子でどんなお産が行われていたのか，この目で確か
めてみたかった．この願いはようやく叶うことになり，
現地へ出向かなければわからないこともあるということ
も学びとなった．（高室）
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 ICMグラスゴー大会の概要：
すべては世界の助産師と母子のために
ICM グラスゴー大会には，世界80カ国から約3000人
の助産師が会した（日本人参加者は約250人であった）．
大会テーマは，「A Worldwide Commitment to Women
 
and the Newborn（助産：女性そして新生児のために世
界規模での取り組みを）」であった．母子と家族をとりま
く助産分野の演題やワークショップのほか，出産に影響
する女性の健康問題，例えば思春期教育，避妊や不妊の
問題，各国における妊娠・出産・産後のケアや文化に関
する研究，父親の視点，ドメスティックバイオレンス，
助産教育等のさまざまなテーマが組まれていた．プログ
ラムに記載された演題の内訳は，433の口頭発表（うち日
本人は３題），193のポスターセッション（うち日本人は
95題），17のワークショップ，19のシンポジウムであっ
た．会場はスコットランド最大の会議場でClayde川ほ
とりのScotland Exhibition & Conference Centre
（SECC）であった．
開会式は，3000人は優に超える大勢の人が集まった．
バグパイプが鳴り響く開催地の文化紹介やセレモニーの
後は，ICM に参加した国の紹介が順にされた．紹介され
た国の参加者はその場に立ち上がり，「私たちはここ
よ?」といったPRを全身で行う．さながら助産師のオリ
ンピックのようであった．日本では学会等ですれ違って
いるであろう日本人参加者も，このときは一体となって
立ち上がり，声を上げ笑顔で挨拶をした．この瞬間，会
場から鳴り響く拍手と雰囲気に鳥肌がたち，不思議と湧
き上がる助産師であることの喜びの気持ちと，同時に「こ
れから辛いことがあっても乗り越え，自分の力を信じて
助産師としての生き方を貫こう」という決意を抱いた．
開会式セレモニーが終了に近づくと，ブラウン首相か
らのビデオメッセージがあった．後日，大会中にブラウ
ン首相の妻であるSarah Brown氏が来場し，自身の子
育てと助産師へのメッセージを述べた．
開会式の最後は，やはりイギリスといえばビートルズ，
ビートルズを模したバンドが著明な曲を演奏し，参加者
は立ち上がって歌い，踊り，会場が揺れていた．
学術集会は４日間開催され，基調講演のテーマが毎日
設定されていた．初日は「女性の意見」，２日目は「母体
と新生児の健康における生殖および分娩技術の適切な使
用」，３日目は「助産技術の向上」，最終日は「女性，新
生児，そして彼らの健康促進」であった．
分科会やワークショップは12のホールで同時に行わ
れたが，連日どのホールも部屋に入りきらないほどの参
加者でいっぱいであった．初日はあまりにも参加者が多
く，昼食場所も各ホールも人の波で溢れていた．そのた
め，翌日からは各ホールの人数制限が行われた．小さな
ホールでも約100名の参加者が入れるのだが，希望する
会場に入るためには走っていかなければならないほど盛
況であった．口頭発表会場では，質疑応答が盛んでお国
なまりの英語での議論が活発になされていたが，日本人
参加者からの質疑はほとんどきかれなかった．ポスター
セッションの際には，民族衣装を着て発表する者がたく
さんおり，特徴ある各国の研究成果が和やかな雰囲気の
なか発表されていた．
大会２日目には，イギリス皇室の一員であるPrincess
 
Ann（アン王女）が基調講演を行った．アン王女は，The
 
Royal College of Midwivesの総裁である．大変気さく
な方のようで，会場での第一声が〝Hello everyone and
 
anyone else"であった．厳重な警備のなか，アン王女は
ほとんど原稿を読むことなく，会場にいる世界の助産師
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へのメッセージを送っていた．（Congress Daily：大会２
日目の写真を参照）
大会期間中，毎朝会場の入り口では，〝Congress Daily"
という大会日報が配布されていた．この日報には，前日
のハイライトや大会の模様，そして当日のスケジュール
や各国の助産師紹介が記載されており，とても便利な情
報誌であった．そのため毎日欠かさず入手するようにし
ていた．
大会終了前日には，Scottish Nightと称した懇親会が
隣接するGlasgow Science Centreという大きな会場で
開催された（参加費は自費）．民族衣装を身にまとった各
国の助産師が，食事をしながら情報交換を行い，国際的
な人との交流の輪が広がった．会が終わりに近づくと，
パワフルな助産師たちのダンスが深夜まで繰り広げられ
た．
大会最終日は，次回開催国である南アフリカの大会長
が挨拶をし，３年後にダーバンで再開することを参加者
に呼びかけていた．そして閉会式の最後には，会場の参
加者が隣人と手をつなぎ，世界の助産師の輪が出来てい
た．（多賀）
荷物の大半が行方不明：魔のTerminal 5
グラスゴーには成田からロンドン経由で到着したのだ
が，ロンドンで乗り継ぎした際に到着したターミナルが
Terminal 5であった．このターミナルは２ヶ月ほど前に
完成したばかりで，１日で２万個の荷物が紛失した
ニュースが出発前の国際ニュースでは流れていた．なん
となく嫌な予感がしていた．
Terminal 5でグラスゴー行きの飛行機に乗り継ぎ，グ
ラスゴー空港に到着した．やはり不安は的中し，同行し
た15人中７人のスーツケースが届かなかった．筆者２名
とも荷物が届かず，空港の対応窓口で手続きをすること
になった．しかし，ロンドンのTerminal 5を経由してグ
ラスゴーに到着した多くの乗客の荷物が紛失したため，
空港の対応窓口には長蛇の列が出来た．空港職員も殺気
だっており，なかなかやりとりがすすまない．我々のツ
アーには対応に精通している人がおり，的確に対応して
くれた．しかし，個人参加で対応に苦慮している日本人
参加者がおり，手助けすることとなった．後日，この出
来事で知り合った日本人参加者たちとは，会場で会うと
「荷物出てきた？」が挨拶代わりとなった．
多賀の荷物は，３日目にロンドンから届いた．口頭発
表が翌日に控えており，荷物が到着するまでは，「普段着
で発表することになるのではないか？」，「発表の練習は
そこそこにして，衣類を買いに行くべきか？」と迷った．
荷物が見つかった，という知らせを受けたときには安堵
感を抱いたが，長く感じた３日間であった．不運にも日
本に帰国してから，開錠され水に濡れた状態で荷物が
戻ってきた参加者がいた．彼女とは紛失した荷物の件が
縁となり，その後交流が生まれた．ロンドンのTerminal
 
5は，荷物が消える魔のTerminalであった．現在は，紛
失する数も激減したようである．次回の国際学会参加の
際には，今回の経験を活かし，荷物が紛失しても学会発
表ができる最低限の物品は携帯することに決めた．ツア
リーダーであった高室の荷物は，到着５日目まで届かな
かった．（多賀）
ICMに参加して
今回，助産師になって初めて ICM に参加する機会を
得た．ICM がもつ世界の助産師のパワーや温かさを直に
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感じることによって，母子看護と助産ケアの原点に返っ
たように思えた．研究の視点では，筆者の研究テーマの
ひとつである「出産をとりまく父親の視点と文化の影響」
に関連するテーマが設定されており，異文化圏における
研究成果や具体的なケアの方法を知ることが出来，収穫
の多い大会であった．
口頭発表を選択し，査読を通過してからは発表まで緊
張とプレッシャーの連続であった．米国に留学経験があ
るとはいえ，質疑応答に即座に英語で回答できるかどう
かが大変不安であった．そして，多くの口頭での演題発
表があるなかで，日本人の口頭発表者は筆者を含め３名
であった．そのため，下手な発表は出来ない，という思
いがあった．発表前日の深夜まで，同行した他大学の先
生が発表の練習に付き合ってくださった．
発表の際，チェアマンが早口で，何を言わんとしてい
るのかがわからなかったため，緊張はピークに達してい
た．会場は参加者で埋まっている．心を決めて発表し，
なんとか自分がイメージしたとおりの発表をすることが
出来た．持ち時間よりも早く発表が終了したためか，北
欧の助産師たちから７件の質疑応答があった．主に日本
の出産システムに関する質問であったが，なんとか回答
をすることができた．会場全体から，「がんばれ」という
温かい雰囲気が流れており，発表後にはたくさんの拍手
をもらった．国際学会で口頭発表する初めての機会で
あったが，口頭発表の良さと課題について考えた良い機
会となった．この国際学会発表のために支援して下さっ
た多くの方々に感謝したい．（多賀）
次回はダーバン＠南アフリカで会いましょう
次回の ICM は，2011年６月に初めてアフリカ大陸
ダーバンで開催される．３年後とはいえ，これまでどお
りであれば2009年の秋頃には，演題の受付が終了する．
査読結果が返ってくるのは2010年の夏ぐらいであろう
か．ダーバンでの発表までは，長いようで短く感じる準
備期間である．出産に影響する女性の健康問題を含め，
アフリカ大陸では妊産婦死亡率，乳幼児死亡率が高く，
HIV/AIDSといった性感染症の拡大の問題が存在して
いる．そして，ソマリアなど事実上無政府状態の国家に
おける出産・育児の環境や女性の社会的地位の低さと貧
困の問題は，現在の日本のそれとは大きく異なっている．
女性性器切除（Female Genital Mutilation:FGM）の問
題は，世界のなかでも特にアフリカ大陸において深刻な
問題であるが，一向にその伝統儀礼や文化は変化するこ
となく女性たちを苦しめ続けている．このような女性と
乳幼児の健康状態に多くの影響を与える問題を抱える大
陸で開催される次回の ICM は，今回のスコットランド
で開催された ICM とは雰囲気も演題の特性にも違いが
あるに違いない．
業務に追われる日々ではあるが，次回もぜひ ICM に
参加し，今回よりもスムーズに日頃の研究の成果を発表
して世界の助産師に日本の助産文化の特徴や大切にして
いることは何かを伝えたい．加えて，助産における世界
の動向と最新知識を獲得し，母性看護学教育と研究活動
に還元したいと思う．そして，世界の助産師の温かさを
生で感じられる雰囲気と世界の助産師のパワーを全身で
体感することは，自分が助産師であることに誇りと喜び筆者の発表の内容が記載された医学系雑誌??
会場にて筆者（左から多賀，髙室)
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を感じることが出来，生きる糧になると考える．
世界の助産師が協同して女性をとりまく各国の健康問
題の現状を理解すること，そして研究成果を共有し，異
文化における助産ケアを学ぶことは，世界の母子の健康
と幸せのためにとても大切なことであると考える．世界
各国の助産師が一同に集うこの ICM の存在を，母子看
護に携わるより多くの助産師と未来の助産師に伝えてい
きたいと思う．（多賀）
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